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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 
 

１．日  時   平成２６年８月２６日（火） 

午 前  １０時００分  開 会 

午 前  １１時３５分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  瀬 崎 雅 弘 

委  員  奥 本 菜保巳   委  員  西 村 盛 男 

委  員  小比類巻 正 規   委  員  森   三 郎 

議  長  小比類巻 雅 彦   副 議 長  野 坂 篤 司 

 

４．欠席委員   な  し 

 

５．傍 聴 者   議  員  髙 橋 武 志   議  員  澤 口 正 義 

 

６．事務局職員   事務局長  繫   範 雄   次  長  伊 澤   徹 

庶務係長  中 村 容 三   主  査  山 本   聡 

主  事  一 戸   剛 

 

７．説 明 員   副 市 長                  米 田 光一郎 

経済部長                  大 澤 裕 彦 

参事兼産業政策課長             山 本   優 

産業政策課副参事兼課長補佐         戸 舘 剛 伸 

同課商業振興係長              小比類巻  健 

企業立地推進室室長             皆 川   智 

同室長補佐                 篠 田 浩 一 

観光物産課長                立 崎 裕 輔 

建設部長                  沼 山   明 

建築住宅課長                種 市   浩 

同課長補佐                 種 市 明 人 

同課長補佐                 石 井   聡 

同管理係長                 鈴 木 洋 一 

同営繕係長                 馬 場 誠 一 
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８．事  件   所管事務調査 

(1)中心市街地活性化基本計画フォローアップ報告について 

(2)県道１０号三沢十和田線のアーケードの撤去について 

(3)古間木団地建替事業について 

報告事項 

(1)スカイプラザミサワ平成２６年度事業計画について 

(2)誘致企業の現状について 

(3)三沢市観光大使について 

 

９．会議概要 

加澤委員長：それでは、本会議は定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の案件は、経済部と建設部の所管する事務の調査ですので、執行部説明員の入れか

えの都合上、事務局と相談しまして、案内しておりました順番を変更して進めていきたい

と思いますので、御了承いただきたいと思います。 

 それでは、はじめに建設部の所管であります古間木団地建替事業から調査してまいりた

いと思います。 

 執行部の説明を願います。 

沼山建設部長：古間木団地の建てかえ事業について、担当課であります建築住宅課長より

説明をさせますので、よろしくお願いいたします。 

種市建築住宅課長：それでは、古間木団地建替事業について御説明いたします。 

 昨年６月５日に産業建設常任委員会で御説明した際は、何点か御意見が出されました。

その御意見に対し再度御説明させていただく前に、建てかえの概要についてもう一度御説

明させていただきます。 

 それでは、概要書の２ページ目、資料の１をお開きいただき、ごらんください。古間木

団地建替事業の概要でございます。 

 １、建設場所は、現在の団地の場所、古間木１丁目１５２番地２４号でございます。 

 ２、敷地面積は、１万３,９５９平米であります。 

 ３、事業期間は、平成２３年度から平成２９年度までを予定しております。 

 ４、総事業費は、国の社会資本整備総合交付金の補助金を活用し、建物及び既存建物解

体、外構を含めまして、現時点で約１３億８,０００万円を見込んでおります。しかし、

来年度以降も人件費、資材費等の変動により工事費等が左右されますことから、今後、予

算計上する時点で、その都度見直しを図ってまいりたいと考えております。 

 ５、既存建物ですが、昭和３８年から４０年にかけて建設された団地で、構造はコンク

リートブロック造で、平家建てと２階建てとなっております。住戸戸数は、２Ｋ平家建て

が７棟２７戸、２ＤＫ平家建てが１０棟３６戸、２ＤＫ２階建てが３棟１８戸の合わせて

合計２０棟８１戸の長屋形式の住宅であります。 

 ６、計画建物ですが、構造は木造で、平家建てと２階建ての長屋形式、１４棟６５戸

と、ほかに集会場１戸を建てかえる計画としております。 
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 新たに建設する団地のタイプでありますが、木造で高齢者等に配慮した平家建てと一般

世帯向けの２階建てで整備したいと考え、１ＬＤＫ４棟２２戸、２ＬＤＫが３棟１３戸、

２ＬＤＫ２階建てが４棟１８戸、３ＬＤＫ２階建てが３棟１２戸、合わせて１４棟６５戸

の計画をしております。２ＬＤＫ２階建てと３ＬＤＫ２階建てでの面積が、昨年御説明し

た時点より１.６５平米から１.３８平米ほどふえております。これは、公営住宅を整備

する上で整備基準がございますが、その整備基準を満たすため、住宅性能評価上、高齢者

等配慮採択等級を３等級にする必要があり、便所を寝室のある階にも設置することとした

ため、増となったものであります。 

 ７、年次計画ですが、最後の９ページ、資料６もあわせて御参照ください。 

 平成２５年度には、団地の入居者の一部移転を完了しております。本年度平成２６年度

には、１工区の解体工事を発注し、既存建物７棟２８戸を解体除却しており、今月８月末

の完成の予定でございます。また、今年度、その一部造成工事も進める予定です。建物の

工事は、３工区に分けて、来年平成２７年度からの３カ年で、平成２７年度が４棟２１

戸、平成２８年度が６棟２８戸、平成２９年度４棟１６戸と集会場を、順次建物の建設と

外構整備を進め、完成した工区ごとに新しい住宅へ仮移転していた入居者から入居を進め

てまいりたいと考えております。そして、平成３０年度には、全面供用開始を目標に事業

を進めてまいりたいと考えております。 

 次の３ページ目、資料の２をごらんください。既存の古間木団地の位置図と配置図でご

ざいます。 

 次の４ページ目、資料３をごらんください。新古間木団地の計画建物の配置計画図でご

ざいます。 

 次の５ページ、６ページ目、資料の４－１、４－２をごらんください。新古間木団地の

完成イメージでございます。資料４－１は１ＬＤＫの完成イメージ、資料４－２は３ＬＤ

Ｋの完成イメージでございます。 

 次の７ページ目、８ページ目、資料５－１、５－２をごらんください。新古間木団地の

平面詳細図でございます。資料５－１は１ＬＤＫ、２ＬＤＫの平家建ての平面詳細図でご

ざいます。資料５－２は２ＬＤＫ２階建て、３ＬＤＫ２階建ての平面詳細図でございま

す。 

 最後、９ページ目が先ほど御説明しました事業の工程表となってございます。 

 以上が古間木団地の概要説明でございます。 

 それでは次に、御意見の１点目、建物の坪単価が昨年の説明会で高いとの御指摘につい

て御説明させていただきます。 

 昨年の説明の中で、設計が終わって、まだ精査が終わっていませんが、平均で平米単価

約２６万円、坪単価に直しますと８６万円ぐらいになりますと申し上げました。御指摘を

いただき、その後、図面及び単価等を見直してまいりました。 

 昨年説明しました時点では、建物周囲の外構も建物の工事費に入っておりましたし、あ

くまで予算額ベースでお話を申し上げました。また、先ほど御説明しましたが、昨年の委

員会での御説明のときより面積が、２ＬＤＫ２階建てと３ＬＤＫ２階建ての面積が昨年御

説明したときより若干１.６５平米から１.３８平米ほどふえてございます。 
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 また、図面及び単価等の見直しに際しまして、使用資材等の単価等も精査させていただ

きました。この工事は公共工事であることから、全て国土交通省の公共工事標準仕様書並

びに青森県県土整備部の特記仕様書等に基づき工事を進めるため、工事費の積算について

は単価及び諸経費は全て青森県積算要領並びに青森県積算単価表により算出することと

なっておりますことから、工事費は民間住宅に比べ、どうしてもかさむものと考えており

ます。 

 しかしながら、再度、設計等の見直しを行い、あくまで設計金額ベースですが、３ＬＤ

Ｋタイプが坪当たり約６６万円、２ＬＤＫ２階建てタイプが坪当たり約６７万６,０００

円、２ＬＤＫ平家建てタイプが坪当たり約７５万円、１ＬＤＫタイプが坪当たり約８０万

５,０００円、平均しますと約７２万４,０００円となっております。 

 また、近隣市町村の公営住宅建設の単価についても調査いたしましたが、設計価格の坪

単価は約７１万８,０００円から７２万４,０００円でありました。 

 今回の市営住宅の建設は、１戸当たり１ＬＤＫタイプで１５坪から１４.５坪と床面積

が小さいながらもそれぞれ費用がかさむ設備である、浴室、洗面、台所、トイレが備わっ

ており、坪換算しますと高く感じられると思いますが、１戸当たりにしますと１ＬＤＫタ

イプで約１,２００万円程度となります。当然２ＬＤＫ、３ＬＤＫは床面積が大きくなり

ますので、坪換算の額は低くなります。 

 このように建築住宅課としましては、決して高くないと考えておりますが、先回の御指

摘を受けとめ、今後の発注に際しましては、建物工事は来年度からの発注となりますが、

この工事を発注するに当たり、先ほど申し上げましたが、来年度以降の人件費、資機材等

の変動が予想されますが、十分精査しながら工事を進めてまいりたいと考えております。 

 それでは次に、御意見の２点目、工事業者の発注について多くの事業者が携われるよう

にとの御意見について説明させていただきます。 

 昨年の説明の中で、発注の手法・方法は、契約担当課である管財課と協議しながら発注

の仕方等を検討してまいりたいとお答えいたしました。管財課と協議をしておりますが、

今の段階では、どのように発注するかについては具体的にまだお答えできませんが、建築

住宅課としましては、今回の住宅は長屋形式ですので１戸ごとの発注は無理ですが、工区

ごと全て一括発注するのではなく、多くの市内業者に発注できるよう棟ごとに、平成２７

年度は４棟、平成２８年度は６棟、平成２９年度は４棟と集会場をそれぞれ建築、電気設

備に分割した形で発注したいと考えております。 

 以上で、昨年６月５日に産業建設常任委員会での御指摘、御意見等が出されましたこと

に対しての説明を終わらせていただきます。 

加澤委員長：ありがとうございました。 

 ただいま説明をいただきましたが、御意見、御質問等はございませんか。 

小比類巻委員：先ほどから、今までの事業に対する対応なのですけれども、単価の問題、

今はまだ東日本大震災の関係もある、また、東京オリンピックが５年後ですか、６年後で

すか、控えているという中で、人件費、鋼材費、そうなると資材費が上がってくるという

予想は我々も素人ながら思いはあります。その都度、市でもそういう部分に対しての対応

をせざるを得ないということをよく説明するのですけれども、どのぐらいまでが市として
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事業に対する増減があった場合、対応しなければならないのか。やはりそれも含めた設計

というのが大事ではないのかなという思いがするのです。頻繁に常に資材が上がったから

対応しなければならない、それではやはり事業をする立場の市としては、不備が余りにも

簡略的ではないのかなという思いがしているのですけれども、それについて。 

種市建築住宅課長：資機材等の単価が昨年度より約１割程度、２５年度から２６年度に関

して資機材等が上がってございます。当然労務費等も上がっているのですけれども、じゃ

あ来年幾らぐらいかというのは、単価自体は予想がまだ出てございません。 

 ただ、先ほども申しました事業費につきましては、１３億８,０００万円という試算を

しているのですけれども、来年発注するに当たりましては、この額で、予算内でおさまる

ものと建築住宅課としては考えてございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：予算はそういうふうに見ているということなのですけれども、やっぱり上

がるという方向で予算というのは組んでいるの、それとも、現状の予算で組んでいるとい

うこと。 

種市建築住宅課長：予算につきましては、今年度２６年度の単価が上がった分を再度積算

し直して全体額を押さえてございます。その中でまずおさまるだろうという、今年度単価

でおさまるだろうと。来年も消費税等も上がる見込みがございます。あと人件費等も、先

ほど申しましたように上がる見込みがございますけれども、その中でこの総額に対しては

おさまるものと考えております。 

森委員：発注についてなのですけれども、意見として。今、棟ごとに、例えば第１工区が

７棟あるということ――４棟か。この図面を見れば……。（発言する者あり） 

 まず、発注は棟ごとにするということですね。木造の建物だから、やはり三沢には木造

建築組合だったっけ……。（発言する者あり）たしか建築組合、大工さんの組合等がある

のでしょう。なるべくそういう業者にやらせるように配慮していただきたい。市内の業者

に。 

奥本委員：ちょっとお聞きしたいのですけれども、入札をして業者が決まると思うのです

けれども、さまざまな建築の資材というのが本当に種類がたくさんあるのですね。その中

で選定する場合は、基本設計が終わって本設計で設計事務所の人が何を使ってくださいと

いう細かい仕様書をつくるわけなのですが、それに沿って発注するという形になるのです

よね。そうなった場合に、果たして、私もちょっと現場をかじったことがあるので、設計

事務所さんがいろいろ指定するものってあるのですが、それをチェックしていかなければ

いけないのでないかなと思うのです。豪華にする必要はないのですけれども、やはり耐久

性、建物で耐久性のあるものを使っていくことによって、メンテナンスも本当にかからな

いで済みますし、そういう部分を言いなりに全部受けるのではなくて、もうちょっと

チェックする体制というのはあるのでしょうか。そこをちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

種市建築住宅課長：実施設計に当たりましては、外注して設計事務所のほうに発注してい

ますが、その設計をしていく中で、仕上げ等につきましても随時協議しながら、設計事務

所の言いなりということでは決してございません。建築住宅課のほうと協議しながら材料
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等も決めていってございます。あと、ランニングコストがかからないような形での材料選

びというのもしてございますので、奥本委員がおっしゃったことは決していないと思いま

す。 

 以上でございます。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、ないようですので、案件を次に移ります。 

 ここで、執行部説明員の入れかえのため、暫時休憩いたします。 

午前１０時２３分 休憩 

─────────────── 

午前１０時２５分 再開 

加澤委員長：それでは、入れかえが終わりましたので、会議を再開いたします。 

 調査事項の２件目、中心市街地活性化基本計画フォローアップ報告について調査してま

いります。 

 執行部の説明を願います。 

山本参事兼産業政策課長：それでは、認定中心市街地活性化基本計画の最終フォローアッ

プに関する報告の説明をさせていただきます。 

 この報告書は、国の様式に基づく形でつくられております。 

 まず、４ページの表をごらんください。中心市街地活性化基本計画において目標に掲げ

ていた三つの指標についての状況を表にしております。 

 一つ目の指標、休日歩行者通行量、これは１日の通行量でありますが、平成１７年の基

準値４,２３４人に対しまして目標値を７,０１６人としておりましたが、最新値では５,

５６５人となっております。達成状況としては、大文字のＢということになっておりま

す。この大文字のＢとは、表の下にありますように、計画した事業はおおむね進捗・完了

したと。一方、最新の実績値では基準値を超えることができたが、目標値には及ばなかっ

たとするものであります。 

 なお、計画した事業はおおむね進捗・完了したとしたのは、基本計画の中で推進するこ

ととしていた４９事業のうち実施済みが４４事業、未実施が５事業であったことから、お

おむね進捗・完了したとしております。 

 隣の５ページに休日歩行者通行量の推移がグラフとなっておりますが、基本計画を定め

た平成１９年以降が赤字の部分となっております。 

 また、地域の整備が終了し、拠点施設のＭＧプラザがオープンした平成２２年以降、徐

々に歩行者通行量がふえてきております。これは、現在のスカイプラザミサワなどの国際

色に特化した商業施設の集客と官民が連携して実施しているイベント等の効果があらわれ

てきているものと推測しております。 

 次に、再び４ページをごらんください。二つ目の指標、小売業年間商品販売額について

であります。 

 平成１６年の基準値１４６億２,３００万円に対し目標値を１５１億６,１００万円と

しておりましたが、最新値では９９億８,０００万円となっております。達成状況として
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は、大文字のＣという評価になっております。大文字のＣとは、進捗・完了はしたもの

の、最新の実績では目標値及び基準値ともに及ばなかったという状況であります。 

 この数値の推移については、１０ページをごらんください。年間の販売額がグラフに

なっております。 

 年間販売額は、この地域の整備が終了し、拠点施設のＭＧプラザがオープンした平成２

２年以降、下げどまるとともに、若干ではありますが増加傾向となっております。事業の

効果が徐々にあらわれてきているというふうに推測しております。 

 再び４ページをごらんください。次に、三つ目の指標、中心市街地居住人口についてで

あります。 

 平成１８年の基準値７,５３８人に対し目標値を７,７３２人としておりましたが、最

新値では６,８２１人となっており、達成状況としては、年間販売額と同様に大文字のＣ

であります。 

 １４ページをごらんください。居住人口数の推移がグラフとなっております。 

 三沢市全体の人口減少とともに、郊外への移転も含め、中心市街地の居住人口が下げど

まらない傾向にあります。これは、当初計画した街なか居住誘導のためのプロジェクトが

実施に至らなかったことや、病院移転跡地の事業が年度内には終わったものの、事業がお

くれ入居がされていない状況だということがあって、それが要因となっております。 

 以上の状況を踏まえ、もう一度１ページのほうに戻っていただければと思います。 

 １の計画期間終了後の市街地の状況といたしましては、事業開始当初に発生した建設資

材等の高騰や、計画期間内に発生した東日本大震災の影響、全国的な経済の衰退などによ

り事業の進捗がおくれ、当初の目標を達成することはできませんでしたが、歩行者通行量

や小売年間商品販売額の数値に下げどまりの傾向があらわれていることなどを記しており

ます。 

 ２の進捗・完了の状況については、①のおおむね順調に進捗・完了したとしており、中

心市街地の活性化状況については、②の若干の活性化が図られたという形で報告しており

ます。 

 次に、２ページをごらんください。３の活性化が図られた、また、図られなかった要因

として、市の見解を記しております。 

 当市の特色である国際色を前面に出したまちづくりを進めてきたことで、にぎわいの点

で活性化が図られてきているが、定住人口の減少については計画に掲げた事業の未実施や

進捗のおくれ、商業地域に傾注した開発を行ったことによる地域外への居住者の転出など

が要因となっているというふうに見解を述べております。 

 また、４については、協議会の意見、また、３ページの５については、市民からの評

価、市民意見の変化を記しております。 

 最後に、４ページになりますが、６番目の今後の取り組みというところでは、市民が誇

りに思える中心市街地の形成を推進することが最優先であると考え、まちづくり団体や地

域住民とともに当市の特色を生かした魅力ある事業を展開し、中心市街地のにぎわい創出

に係る施策を展開していくこととしております。 

 以上が、報告の内容でございます。 
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加澤委員長：ありがとうございました。 

 ただいま説明をいただきましたが、御意見、御質問等はございませんか。 

小比類巻委員：中心市街地活性化、アメリカ村、異国情緒の特色を出すというふうなこと

でまちづくりを進めてきたわけですけれども、ここに、３番目のところですけれども、国

際色を前面に出したまちづくりを進めてきたと言うのですけれども、それが伝わらなかっ

たと、意外に伝わっていない。実際、どのように国際色を出そうと三沢市では考えておら

れるのか。我々もそういう思いではいるのですけれども、なかなかそういう特色が見えな

い。他県から来る人方にしてみれば、そういう思いが多いのではないのかなという思いは

しているのです。地元でも、我々でもやっぱり期待するわけですよね。そこに来れば、

やっぱり外国に行ったような気分を味わえると。最初に来た人方は珍しいかなと思うだろ

うけれども、次にまた来るかというと、またそうでもないというのが現状だと思うのです

よ。 

 そこで、そういう部分をどのように特色を出していくのか。それが見えないので、そこ

のところを示していただきたい。 

山本参事兼産業政策課長：まず一つは、国際色を生かしたというときに、市民がまず日米

交流を推進していかなければならないだろうと、今以上にということで、教育の部門で

も、特区の中で英語を取り入れた特区という形で進めております。また、基地において

も、いろいろなイベントが協働のまちづくり団体等でも行っているのですが、これにもア

メリカ人を加えた形でいろいろな事業を進めております。 

 そして、イベント等、通常のイベント、特にアメリカンデー、そしてハロウィンフェス

タなど、アメリカの特色を生かした祭りについては、今まで以上にＰＲを図りながら市外

の方々を呼ぶような形をとってきております。これによってアメリカンデーも、数値的に

は公式発表では７万人が８万人にふえたという数値で出ておりますが、実際にはそれ以上

に人数がふえているだろうと考えております。カウントの仕方がちょっとできないもので

すから、主催者として７万人が８万人という形で１万人程度の増となっているのですが、

それ以上にふえてきている。また、ハロウィンについても、ここ三、四年の間に倍以上に

なっているのではないかというふうに言われております。 

 同時に、観光客、ビジネス客が宿泊で泊まった場合に、アメリカンバーがありますよと

いうことで紹介して、そこのところを見ていただき、同時にリピーターとしてつなげてい

ただく施策を講じてきております。 

 そのような形で、アメリカンな三沢という、国際色を生かした三沢というものに取り組

み、そして観光客、ビジネス客による経済効果につなげると同時に、地域住民の日米交流

を深める中でのまちづくりというものにつなげているところでございます。 

小比類巻委員：交流といっても、市外に行って交流したり、そういう関係はよく聞くので

すよね。ただ、やはり事業でビジネス、そうすると、その部分がどう商店会に反映されて

いるかということなわけですよ。やっぱり三沢に来たときはアメリカ村に来た、そういう

雰囲気がどうも醸し出されていないという思いが私はするわけです。 

 さっき課長が英語特区と言いました。私は、やっぱりそういう英語特区を生かした事業

を商店会、ビジネスの中に取り入れた形ができるような方向を模索する、これが自治体の
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役目だと思うのです。業者は業者で、これは利害関係、利益追求型でしょうけれども、や

はりあそこには多大な金を投資しているわけです、国からも自治体からも。やはりそうす

ると、そのまま放置しておくわけにいかないと思うのです。やはりあそこは、まだ私から

見れば成功したとは思えません。虫食い状態にまだ空き地もあるし、そういうところを今

後、そういう英語特区を生かした、やっぱり三沢に来たら英語で買い物をするとか、そう

いうふうなことも考えられないのかなと。 

 そういう部分で、外国人の方々を商店会で登用していくようなシステムとか、そういう

のが考えられないのか、考える余地があるのか、そういうところも行政としては探りをし

ていく必要があるのではないかなと思いますけれども、それに対してのお考え方を。 

山本参事兼産業政策課長：今言ったアメリカンな雰囲気を醸し出すためにも、例えば市民

ばかりではなくてアメリカ人もより出てきていただくような形、または、今おっしゃって

いるのは恐らくアメリカ村の部分にアメリカ人が店員としているようなこと等も含めて、

よりアメリカを感じられるような施策を特区の中で進めていけないのかというようなこと

だと思います。やれることは検討しながら進めていきたいと思っております。 

 同時に、まだまだ足りないという話なのですが、例えばビジネスの部分でいきますと、

拠点施設であるスカイプラザが、この後、若干の報告がございますが、以前に比べると大

分経営状況といいますか、売り上げが伸びてきております。それらと連動させた形で、や

はり観光客が、土日の市外からの客は間違いなくふえているという報告を受けておりま

す。例えばスカイプラザに買い物に来ている土日の方々というと、半分以上、６割から７

割ぐらいは市外だという、調査しているわけではないですが、感覚的にそれぐらい行って

いるという形で報告を受けております。そういうようなものも生かしながら、先ほど言っ

た部分も検討しながら国際色、アメリカ人にも出てきていただきながらより魅力的なまち

づくりといいますか、雰囲気を醸し出す施策を講じていきたいというふうに考えておりま

す。 

小比類巻委員：そこで、ちょっとこれはあれなんだけれども、スカイプラザは利益が出て

顧客がついてきている。その反面、周りの商店会の売り上げなり客数はどうなっているの

か、そのあたりを。 

山本参事兼産業政策課長：アメリカ広場を中心にした大通といいますか、あの通りなので

すが、店の数が以前に比べると減っております。したがいまして、空き店舗を活用した形

でいろいろな方々に商売をやっていただくということで、建築リフォームの補助金を活用

していただいて新しい店舗を出していただくような施策も講じております。 

 しかし、例えばハロウィンのときに歩いている方々はいっぱいいるのですが、その方々

が店の中を見て、中で買っていくのかというと、残念ながら１回来たことによって、じゃ

ああそこのところに行ってみようという形になかなかなっていない状況があります。これ

は店づくりといいますか、そういう部分が非常に大きいのではないのかなと。イベントで

人を呼んできたり、流れをあの通りに呼ぶだけでは、なかなかそれぞれの店の売り上げが

上がっていかないということがございますので、その部分に今後ちょっと力を入れなが

ら、店の販売といいますか、そちらのほうを何とか力を入れられるような形にしていきた

いというふうに考えております。 
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奥本委員：中心市街地活性化という部分で考えると、私もまだまだ皆さんが当初この計画

を立てたときの想定内ではないなというふうに見て、そういうふうに感じているのですけ

れども、いろいろな中心市街地活性化対策ということで、ほとんど全国的に見ても皆さん

は本当に苦労されていて、今いろいろなイベントをやって、企画をしてたくさん集客しよ

うという、そういう方法でやっていると思うのですけれども、違う自治体ではもう一歩先

を進んで、やはり土日だけイベントが飽きたら来なくなる、そういうことではなく、居住

人口をふやそうというコンパクトシティーとかそういうことで、そこに住んでいていろい

ろな便利がよくなって、そこで何というのですか、消費も生まれるというような形を進め

ている自治体もあるのですけれども、やっぱり長い目で見ると、人口減少とか、例えば消

費税も８％で購買意欲というのがどんどん薄れていく中で、どうやっていったらこのまち

が活性化してお金が三沢に落ちてという、そういう仕組みをつくっていかなければいけな

いと思うのですけれども、その中で例えばこれはちょっと大きな話ですけれども、市営住

宅をどんと建てるとか、そういう部分で集客、居住人口をふやしていくという方策という

のも長い目で見ると必要ではないのかなと思うのですけれども、それについてはどのよう

にお考えですか。 

山本参事兼産業政策課長：中心市街地活性化の基本計画を平成１９年ですか、立てた時点

でも、やはり居住人口をふやすという、指標の中でも柱の中の１本で持っていたわけで

す。実際には、いろいろな事業が未実施ということですので、今言った部分が必要な部分

であるということは認識しておりますので、今後、検討する方向ではいきたいというふう

には思っております。この報告書の中にも若干書いております。 

 なお、先ほど言った活性化するためには、もう一つはやはり人口が例えば一番多かった

平成１４年、１５年ごろ、三沢市の人口が多かったころに比べると、約２,５００人ぐら

い減っております。当然その分、観光客が来なければ購買力といいますか、消費額が減っ

てくるというのは一般的な考え方でございますので、そういう部分で地元の方々がより来

て買っていただくような仕組みをつくっていかなければならないというふうに考えており

ますし、同時に、買ったものがより三沢の中でつくられたものだとか、そういうものがふ

えていくような形をとっていきながら買ったものが全体の経済に回っていくような、そう

いう仕組みをつくっていくことが必要なのだろうというふうに考えておりますので、その

部分については今、観光物産課とも一緒になりながら進めているところでありますので、

その形で御理解いただければと思います。 

奥本委員：今、そちらのほうでも、行政のほうで一生懸命頑張っているのですけれども、

本当は一番頑張らなければいけないのは地元の商売をやっていらっしゃる方たちなのだと

思うのですが、その中で意識づけ、ここの地域を地元の人がやっていらっしゃる商業者の

皆さんが、要するに頑張ろうというふうな意識づけというのが、前からそういうふうに質

問等があったと思いますが、そのための行政と商業者のかかわりといいますか、そういう

配慮だとかいろいろな働きかけ、そういったものはどのようにされておりますか。 

山本参事兼産業政策課長：補助事業を活用しながら、以前は一店一宝運動ということで、

商工会が中心になって進めておりました。ただ、全体にそういう声をかけても、やるとこ

ろはやるのですが、一部にとどまって、なかなか全体に波及していかないという状況が
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あったところであります。今、経済産業省産業局のほうでいろいろな補助事業、地域のに

ぎわいを創出する事業というのがあって、これを使って各商店会でいろいろな事業をやっ

て活性化していきませんかと、自分たちの商店といいますか、例えば大通であったり、銀

座であったり、大町であったり、それぞれの地区で独自にいろいろなイベントをやって活

性化しませんかということで、声をかけさせていただいております。実際にそれを活用し

て、事業をやったりしているところも、計画しているところもありますので、そういうも

のも活用しながら、また、ボランティアをやりたいという学校の声等もありますので、そ

こら辺もまちづくり、商店会づくりに活用した形でいろいろな人がかかわって、かかわっ

た人は来ますし、それからかかわった人は当然商店街に関心を持って来ますし、ただ声を

一方的にかけるのではなくて、いろいろな多次元的に声をかける形で商店街に人を呼んで

くる、そういう仕組みをつくる方向で取り組んでいきたいというふうに思っております。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：なければ、次の案件に移ります。 

 県道１０号三沢十和田線のアーケードの撤去について調査してまいります。 

 執行部の説明を願います。 

山本参事兼産業政策課長：ただいまのアーケード撤去についての現状について御説明申し

上げます。 

 まず、アーケード撤去を進めようとしている経緯についてでありますが、老朽化が進

み、アーケードの外側の鉄板がはがれ落ちたり、漏電によって停電が日常茶飯事になって

いるという状況を踏まえて、ここ数年、撤去に向けた話し合いを地域と何度か図ってまい

りました。ことしになってからは、ひとつ何といいますか、事業を進めるための補助金と

いうのが具体的にございますので、これを活用した形でできないかということで地域の商

店会と話し合ってまいりました。その結果、今言った経済産業省の補助を活用した形でア

ーケードを撤去するとともに、これに伴い必要な施設の整備を図る方向で意見がある程度

まとまったということで、事業採択に向けた申請を８月に商店街等で行ったところであり

ます。 

 なお、この補助事業の概要でありますが、市役所や警察などの行政機関等からの要請に

基づいて商店街等が実施する、地域住民の安心・安全な生活環境を守るための施設や設備

等の整備等を経済産業局が支援するというものであります。募集期間が８月１５日までと

なっておりましたので、既に申請はしておりますが、その事業採択予定日は１０月の中旬

から下旬にかけてとなっております。また、補助率は３分の２、１件の補助金上限額が１

億５,０００万円までとなっております。この事業の対象者は、行政ではなくて商店街と

なっておりますので、事業の採択となった場合は、アーケードが今は三沢市の所有という

ことになっていますので、これを商店会に寄贈して、これを商店会が撤去するとともに、

必要な施設等の整備を行うという予定を持っております。 

 次に、事業主体と事業内容でありますが、大町商店会と銀座商店会については、アーケ

ード撤去、街路灯と防犯カメラの設置、それに除雪機購入ということが計画の中に盛り込

まれています。また、商工会については、放送設備の設置となっております。これらの総
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事業費は、現在見込んでいる数値では総事業費として３億７３５万２,８８０円、補助額

としては１億８,９７２万３,９９８円と見込んでおります。また、これによる市の負担

額は１億１,７６２万８,８８２円と見込んでおります。事業採択となれば、市の負担金

を今年１２月補正で予算措置を図ってまいりたいと考えております。また、この事業の終

了期限は、来年の１２月までという計画でございます。事業採択になった場合は、このよ

うな形で進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：ありがとうございました。 

 ただいま説明をいただきましたが、御意見、御質問等はございませんか。 

小比類巻委員：補助の上限が１億５,０００万円で、こっちの補助額が１億８,９００万

円というのは、これはどういうことですか。 

山本参事兼産業政策課長：申し上げましたように、１件の限度額が１億５,０００万円ま

でですので、これはそれぞれ大町商店会、銀座商店会、三沢市商工会と、それぞれでこの

金額の限度内で申し込んでおります。 

西村委員：では、質問をさせていただきたいのですが、事業経緯というところに、市と地

域商店会が数年にわたり何度か協議をしてきたとありますけれども、数年にわたって何度

かだけしか協議しなかったのかとこれを見ると思うのですが、実際に地元の商店街の方の

中にもこれに関しては不満を持っている人がいることはわかっていると思いますけれど

も、そこまでどのようにこれまで意見交換というか、協議を重ねられてきたのか、ちょっ

とお話を聞きたいと思います。 

山本参事兼産業政策課長：まず、以前は３分の２の補助がございませんでした。ですか

ら、撤去は三沢市がやりますよと、そのかわり撤去した後の部分の処理は、それぞれ行っ

てくださいというようなところ等を三沢市側の条件として提示したりしながら、要するに

商店会は商店会でもそれぞれ努力していただく部分が必要なのだということで、そういう

負担といいますか、ものを求めたりしながら協議してまいりました。その際には意見がま

とまらなかったという、２回ほどそういうことで壊れています。 

 たまたま今回、こういう形で経済産業省の補助がありますよと。これを活用するのであ

れば、もともと市も老朽化しているアーケードを撤去するに当たって１億何千万円とかか

ると、同時に、それを壊すということは、街路灯もアーケードについていますから、当然

これも附帯設備といいますか、必要な施設としてつくらなければならない。そういう事業

費を考えた場合に、単独で撤去するよりは、三沢市としても市の負担金を払っても負担額

が減るのだということで、そういう両方のメリットを生かしながらやっていける形を今は

考えているものですから、資料の下に書いておりますが、七夕飾りの設置設備や各店舗の

看板等の取り扱いということで要望が出ております。これについても、一つの線を決めな

がら折り合いをつけるところをこれから決めて、この事業が採択された場合は進めてまい

りたいというふうに考えております。 

西村委員：先ほどありました、こういった国からの補助がことし出るというお話があって

地域の方とも話をしたと言うので、非常に何かばたばたと話が進んでいったような、大変

執行部の方々も苦労されたと思うし、地元の商店街の方々の意見を集約するのは大変だっ
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たのかなと思うのですけれども、やっぱり一番大事なのはその方々との信頼関係だと思う

ので、ぜひとも今後進めていく上でも、下に※で書いている設置設備とか看板等の取り扱

い、こちらもしっかりと信頼関係を築いた上でお話し合いを進めていってほしいと思いま

すし、あと、具体的に事業内容に書いている街路灯、防犯カメラ、除雪機、これはそれぞ

れどれぐらいの数量で考えておられるのか、内訳をお聞きしたいと思います。 

山本参事兼産業政策課長：まず、大町商店会ですが、街路灯１４基設置したいというふう

に考えております。防犯カメラについては７台、そして除雪機については１台です。ま

た、この除雪機を入れる物置も補助の中で可能だということですので、その設備も整えた

いというふうに考えております。 

 そして、銀座商店会につきましては、街路灯が２２基、防犯カメラは同じく７台、そし

て除雪機は１台、物置も設置という形の計画でございます。 

 また、商工会の推進する放送設備でありますが、これは３０台になります。 

 なお、今お話しした部分については、先ほど話が出たように、これからまたびっしりと

詰めなければならない部分があるということと、それから商店会の会員の方々とは協議し

ているのですが、これから店をやめてしまった通りの方々もいらっしゃいます。その辺と

もきっちりと打ち合わせをしながらやっていかなければならないものですから、場合に

よってはこの金額を超えることはできないのですが、減らすことはできるというふうに

あったものですから、若干そこの部分を考えながら申請させていただいておりますので、

今後、若干変わってくることがあると思います。 

 以上です。 

瀬崎委員：１点だけ質問させていただきます。 

 アーケードが撤去された場合ですけれども、これまで懸念となっていた一方通行解除と

いう件に関して、二、三年前に一方通行解除検討委員会があったと思うのですけれども、

結論はまだ伺っていないのですけれども、まずその件についてはどうなっているか伺いた

いと思います。 

大澤経済部長：平成２４年度に一方通行解除検討協議会が３回ほど開かれております。そ

の中でいろいろなことが検討されておりましたけれども、最終的に会議だけで終わってい

ましたので、実際に一方通行を解除するにはどうすればいいのかということで、平成２５

年６月に警察のほうに文書で依頼しております。一方通行を解除してほしいのだけれど

も、どのようなことをすればいいのかということで。それについてことしの平成２６年２

月５日付で回答をいただいております。ですので、協議会で検討したこととかなり似ては

いるのですが、最終的に警察から出てきたものは、こちらの中心市街地と同じような県道

の拡幅がないとほとんど不可能なような回答でございました。 

 今の大町商店会、銀座商店会、アーケード商店会と協議した結果、アーケード商店会も

区画整理を希望はいたしましたが、それには多大な経費と時間がかかるということで、ア

ーケード自身の老朽化が激しいので、あと、商業灯のつかないというような問題もござい

まして、ハード的にはとりあえず今早くやれるものから手をつけていただいて、それとは

別に、県道を管理する県のほうとの協議等も含めて話し合いはするのですが、役所ではな

くて商工会のほうから現状の幅員のままで何とか一方通行解除をできないかという方向で
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運動をするというふうな現状になっております。 

 ですので、検討協議会でいろいろもんだやつを踏まえた上で、警察からはきちんとこう

いう状態であれば理想的ですよという返事をいただいて、役所のほうではこれからは県と

もいろいろ協議はしますけれども、とりあえず急いでやれるものから手をつけていって、

あとは商工会とかそういうほうからソフト的に一方通行解除ができないかという運動をす

ると。現在のところは、そういう状況になっております。 

瀬崎委員：確認しますけれども、警察のほうからは、拡幅できなければ一方通行は解除で

きないという回答でよろしいんですか。 

大澤経済部長：一方通行を解除するには、こういう形が理想であるという回答でございま

す。（発言する者あり） 

 アーケード、車道幅員及び歩道幅員を拡幅整備することが必要であると考えられますと

いう回答です。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：なければ、私のほうから一つ確認したいのですが、これは国の補助事業とい

うことになっていますが、これがまだ事業採択されておりませんが、もし不採択、減額さ

れた場合は、本事業を市の予算のもとで全額負担でやるのかやらないのか、その点を聞き

たいと思います。 

大澤経済部長：国の予算が決められていて、全国各地同じような申請が多数上がっている

と思われます。ですので、１０月の決定がなければ、今のところはわからない状況でござ

いますが、アーケードの撤去と街路灯の設置については、これは急がなければならないと

思われますので、万が一不採択になった場合ですと、次の策として何か補助メニューとか

を見つけて、最終的にどこもなければ市の単独でやらなければならないとは思っておりま

すが、次善の策として何らかの補助メニューを見つけて、事業は実施していかなければな

らないものと考えております。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：なければ、最後に執行部から委員の皆さんに所管する事務事業で報告したい

事項があるとのことですので、報告していただきます。 

山本参事兼産業政策課長：まず最初に、報告事項の１、平成２６年度スカイプラザミサワ

株式会社事業計画が、このほど代表取締役が交代となり、株主の方々に７月末から８月に

かけ配られましたので、同じ書面を報告するものであります。 

 事業計画では、１の現状については１ページの下の部分に２３年度から２５年度にかけ

ての売り上げ実績が掲載されております。その中の平成２５年度の数字に誤りがありまし

たので、訂正をお願いしたいと思います。 

 売上高が１億２,６９３万８,０００円でございます。そして前年との比率が２２４.６

％でございます。訂正しておわびさせていただきます。 

 また、その表題の部分なのですが、「直営店の売上実績（中居酒店含む）」となってお

ります。この中居酒店含むの部分を削っていただきたいと思います。直営店のみの数字で
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ございます。したがいまして、本文の下から３行目にも、同じように「中居酒店を含む直

営店の」と書いています。この中居酒店を含むというところを削っていただきたいと思い

ます。 

 そして、２５年までの売り上げ実績に対しまして、平成２６年度の目標数値なのです

が、これは２枚めくっていただくと収支予算書がございます。そこの中段部分に、直営部

門の収入のところですけれども、売上高１億５,５７８万４,０００円とあります。昨年

から見ますと、２,８８４万６,０００円の増を目指して現在取り組んでいるところであ

ります。 

 簡単でありますが、以上であります。 

加澤委員長：報告１件ごとに質問を受けたいと思いますけれども、委員の皆さん、この件

に関して質問ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、なしということで、次の報告をお願いいたします。 

皆川企業立地推進室室長：企業立地推進室から皆様に３点ほど御報告がございます。 

 今これからちょっとお手元のほうに簡単な資料を配付させていただきますので、御了承

ください。 

（資料配付） 

皆川企業立地推進室室長：まず、１枚目のほうが三沢市誘致企業の雇用状況ということ

で、三沢市に立地している企業が現在１７事業所ございます。ニッコームさんが１番で最

新の１７番が株式会社サイエンテックさん。この表は、１０年前からのデータで、毎年で

はございません。企業が立地した翌年度の４月１日現在での従業員の数をまとめた表でご

ざいます。ですので、１０年前の平成１６年の時点、この時点では残念ながら三沢市民の

雇用者の数というのは把握しておりませんでした。大変申しわけございません。次の平成

２０年度からは、全雇用者数、それから内市民数、上段、下段にそれぞれ記載してござい

ます。 

 １０年前の平成１６年度がニッコームさんから９番のエネルギープロダクト三沢技研セ

ンターまでの９社で１,０７４名、あとは現在、平成２６年度が１７社で１,７０４名、

三沢市民が８４７名となっております。そのあらわした現状の数値でございます。 

 続きまして、２枚目に三川目工業団地の配置図、企業さんの配置図があると思います。

その中で、下のほうに黒く塗った調整池の上に、０.７８ヘクタールで予定の八尋産業株

式会社三沢工場というのがございます。こちらにつきましては、平成２３年のちょうど震

災があった翌月、４月にここの会場で三沢市と青森県とで調印を行った岐阜県美濃加茂市

に所在する農産物食品加工工場の企業さんでございましたけれども、毎年、当該社を当市

で訪問、また、先方からもこちらのほうに見えられて、いろいろ社内の苦しい事情等を

伺っておりました。今年６月２３日に企業立地推進室と経済部長、それから青森県の企業

誘致担当者、３名で当該社のほうを訪問させていただきまして、大矢会長様、現在会長様

です。とお話をいろいろ伺いましたところ、どうしても三沢市への進出は難しいというこ

とで、協定を破棄させていただきたいという旨の文書のほうをいただきました。大変残念

でございます。 
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 ただし、当該社のほうでは、立地はかなわないけれども、いろいろ側面的な支援で、や

はり青森県、特に三沢市の食材というものに魅力を感じておられました。ですので、いろ

いろな形で三沢市のＪＡさんとか農業者とかとできる限りタイアップして、よきビジネス

パートナーとしてこれからもできれば継続させて、事業のほうを何らかの形で進めさせて

いただきたいという意向は伺ってまいりました。 

 こちらが２点目の報告でございます。 

 続きまして、３点目が、現在、細矢工業団地、一番北にある工業団地でございますけれ

ども、こちらでエネルギープロダクトという平成１１年に三沢市と立地協定を結びまし

て、現在も三沢市の空港のそばの臨空東工業団地というところで１社だけなのですけれど

も操業されている企業さんが、一昨年に三沢市のほうを訪れまして、太陽光の事業を新た

に展開したいということで、ついては細矢工業団地のほうが無償貸し付けの制度があると

いうことで、できればそこを借用できないかという相談を受けました。いろいろ市の関係

課とも協議いたしまして、最終的に平成２４年９月に無償貸し付けの契約を締結いたしま

した。 

 現在、そこの場所におきまして太陽光パネル、それから太陽光パネルだけだと市として

もお貸しすることができませんので、自社で風車をつくる工場を建設するという、そこに

約５０名から６０名の地元の雇用が発生しますということで承諾いたしまして、現在、そ

ちらのほうの工場の建設計画のほうは２６年度から、ちょっと若干当初の計画よりおくれ

ておりますけれども、建設工事のほうの手続のほうに入っております。太陽光パネルにつ

きましては、配付資料の一番最後のページにございますけれども、そちらのほうで平成２

４年度に１期分、それから平成２５年度に２期分、現在、３期分のところについて工事中

という状況となってございます。 

 以上３点、重立った企業の動き等を報告させていただきました。以上でございます。 

加澤委員長：以上の件で委員の皆様から質問はございますか。 

森委員：細矢工業団地のエネルギープロダクト、反対するわけではないのですけれども、

２年ほど前に市のほうでどうだという形で特別委員会まで設置してやった経緯があるわけ

ですよ。そのときには、いろいろな理由があって、結局ペケになった。これだけの土地が

あって、かつ、これを貸すのであれば、どうだったのかなという疑問を今ふと思ったので

すよ。今思ったの。これは答弁要らない。 

 今、風車をつくる工場も設置するということでスタートするみたいですが、どうも病院

跡地の問題ではないですけれども、あそこにも本当は集客をできるような、例えば小売関

係のスーパーマーケットなりなんかもつくると言った、それがパーになった。これも風力

発電の工場をつくるって言ってパーになっちゃっても、ただ単にソーラーシステムのそれ

だけは稼働させるということにならないか、ちょっと危惧しているわけですよ。その辺を

ちょっと答弁願います。 

皆川企業立地推進室室長：お答え申し上げます。 

 あくまでも市との契約につきましては、工場を立地し地元雇用を創出する、これが条件

となっておりますので、もしこれが果たせない場合につきましては、現在、無償契約の貸

し付け、長期にわたっておりますけれども、こちらは契約解除ということで双方合意と
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なっております。ですので……。（発言する者あり） 

 契約書の中にうたっております。（発言する者あり） 

小比類巻委員：さまざまな例を出しましたけれども、三川目団地、これも八尋産業ができ

ないというふうなことで、簡単に破棄になっちゃうのだけれども、この跡地はどういうふ

うに考えているか。 

皆川企業立地推進室室長：跡地の約８反歩、０.７８ヘクタールでございますけれども、

こちらにつきましては先々週ですか、市のほうのもちろん管財課の所有でございますの

で、ただ、なかなか提供できないというところで、実は市のほうで管財課の通常のホーム

ページの中で有償貸し付けの広告を出させていただきました。申し込み順ということでご

ざいますので、管財課のほうに伺ったところ、市内の企業さんが手を挙げて、つい先週で

すか、契約が賃貸のリース契約ですけれども、そちらで契約を交わしたという旨を伺って

おります。 

小比類巻委員：その何のあれかというのはわかっているわけですか。 

皆川企業立地推進室室長：市内の中屋敷建設株式会社でございまして、炭素繊維複合材、

現在、八戸市のほうで中心となって飛行機とか自動車の部材として、非常に強固な部材と

して注目されている炭素繊維複合材、ＣＦＲＰというふうに呼ばれていますけれども、こ

ちらの工場を建設するということで伺っております。 

奥本委員：お伺いしたいのですけれども、私は企業誘致ということで、この時代、なかな

か他県でもいろいろ問題になっている企業とかありまして、企業はやはりもうけを注視し

ますので、やはりここで何のあれもなければ、すぐに簡単に撤退していく。その後に大変

雇用者が職を失うということで、そういうふうなことが問題になってもいるわけですよ。

そうなったときに、企業誘致をいろいろとまた募集しているのですけれども、その企業に

対して徹底的に調査というのはやっているのか。誘致して、後からいろいろな問題が出て

くるケースというのもあると思うのですね。その中で、どのようにして企業を誘致するに

当たっての調査というものをされているのか、ちょっと伺いたいと思います。 

皆川企業立地推進室室長：お答えいたします。 

 まず、三沢市内への誘致企業につきましては、市外に本社がある企業様、それから青森

県に、県のほうでも企業誘致をやっておりますので、こちらのほうの誘致企業としての条

件は、県外に本社がある企業が青森県内に事業所を構えたときには県としても誘致企業と

なっております。近年はほとんど青森県の誘致企業であり三沢市誘致企業であるというこ

とで、県と一緒に誘致事業のほうを進めておりますけれども、立地に際しまして、まず資

金計画、それから会社の事業概要、バックはどうなのか、現在の従業員の数はどうなの

か、売り上げはどうなのかとか、いろいろな形の書類を全部提出していただきます。その

上で、精査をした上で、もちろん県と一緒に精査をして、この企業だったら間違いないだ

ろうということで、何でもかんでも誘致企業というわけではありません。もちろんこれは

皆さんも御存じかと思いますけれども。当然、そのバックがしっかりしている、経営母体

がしっかりしているという企業さんを厳選した形で、青森県、それから三沢市のほうにお

迎えしている現在でございます。 

 当然、それなりの審査をくぐってきた企業さんでもありますけれども、２００８年度の
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リーマンショック、リーマンブラザーズのショックもございました。そのあおりで、先ほ

どお渡ししました資料の中でも、企業の数はふえても従業員の数が減っているという年も

ございます。東芝さん、それから特にそのあたりがちょうど今から６年前の証券会社の破

綻事件でございましたので、そのあおりを食った形が企業さんのほうにも多少影響してい

るという数字も出てございます。ですので、そういった世界的な事情等はあるかもしれま

せんけれども、社内の中でこういうことがあったとかという、特に後追い調査というのは

実際のところはしておりませんけれども、立地に際してそういう厳正な審査で進めており

ますので……。（発言する者あり） 

 先ほどの事業概況調査、こちらのほうが、従業員の数だけこちらは記載しておりますけ

れども、毎年４月１日時点での企業の従業員の数、売り上げ等、全ての企業に対してこれ

は調査しておりますので……。（発言する者あり） 

 つけ加えさせていただきますけれども、１年に現在は４回、誘致企業の皆さんと当市等

とで懇談会を開催しております。そちらはビジネスホテルの会場を使いましてランチを食

べながら、もちろんお金を出し合ってランチを食べて、それぞれの企業さんの情報交換を

行っております。そういう会も定期的に行っておって、その中で特に今現在苦しいとか、

そういったここ３年間についてはそういったお声はちょうだいしておりませんので、これ

からもそういうことがないようにということで回数はふやして、情報交換の場はさらに

持っていきたいというふうには担当として考えております。 

 以上でございます。 

奥本委員：誘致企業となれば、三沢市の土地を無償で提供したり、税金を優遇税制をして

いるわけですね。さまざま三沢市の税金を使って企業を誘致しているわけですから……。 

加澤委員長：奥本委員、今回は報告事項なので、この件に関しての質問だけで集中して

やってください。全体のことでなくて。 

奥本委員：ですから、今のはこれは前置きなので、そのことについてはやめます。 

 前置きが長いようですけれども、そういう優遇税制等をしているわけです。ですから、

絶対に誘致企業に関しては本当に徹底的に、私は地元の企業をしっかりと育てることが一

番大事だと。お金がやはり地元に落ちるわけですし、雇用も生むわけですから、そういう

方向で頑張らなければいけないのだと思うのですね。その中で、今は誘致企業に対するい

ろいろな優遇措置をとっていると思うのですけれども、それはどのぐらい、大まかでいい

ですが、わかればでいいですけれども、どのぐらいの費用をかけているのか。 

皆川企業立地推進室室長：お答えいたします。 

 市からの優遇制度、主に立地奨励金というのがございます。これは企業さんが誘致企業

になってから三沢市に立地して、当然初期投資額がございます。土地を買っていただく、

あるいは建物を建てる、附帯設備を調える、それから周辺の環境整備にもお金もかかるで

しょうと。これについて三沢市のほうで三つの奨励金を用意してございます。 

 まず、建設にかかる費用、こちらについて一定規模の金額によって、そのかかった金額

の何十％、そして全てに共通して言えるものは、三沢市の従業員を、新設する場合は必ず

１０名あるいはその規模においては２０名以上の三沢市民の方を雇用してください。 

 それから、従業員の数に応じた雇用促進奨励金というのがございます。こちらは１人２
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１万円、三沢市民の方を２０名以上雇用した条件の中で、２１名の方から２１万円、これ

は３年間に分けて７万円ずつ支給してございます。と申しますのは、１年雇用して２年目

に例えばいなくなった場合には、その時点で打ち切りになりますので、こちらは３年間は

様子を見ますよというか、毎年確認させていただいて、毎年７万円ずつ、もし建設当初か

ら雇用されている方が３年目もいた場合には満額の２１万円、２１人目からお支払いして

います。 

 それから、事業所建設に当たっての附帯設備についての奨励金、こちらについてもか

かった経費の数十％ということで差し上げています。 

 合わせますと、これは全部で６億５,０００万円、マックスで６億５,０００万円の奨

励金となっております。これにつきましては、全国でもかなりトップクラスの奨励金の金

額となっております。 

 ですので、市のほうで例えば奨励金を差し上げるというのは、あくまでも企業様が三沢

市のほうに立地して、それなりの設備を調えて経費がかかった場合、これにつきまして操

業してから１年後に全て審査をして、条件がかなっていれば奨励金を差し上げるというこ

とになっております。現在は、多摩川精機さんの増設分、それからプライフーズさんのみ

どりの郷工場ですね。２社ぐらいが今現在支給対象となっております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：なければ、３点目の報告をお願いいたします。 

立崎観光物産課長：それでは、三沢市観光大使について御報告事項とさせていただきま

す。 

 お手元に、平成２６年度から２８年度の任期での三沢市観光大使のプロフィールをお手

元にお配りしているところでございます。 

 観光大使につきましては、太田幸司氏が再任、あとは新任の方々４名ということで、小

比類巻かほる氏、貴ノ浪貞博氏、森本千絵氏、小比類巻貴之氏の以上５名となっておりま

す。 

 選考の段階では、故九條今日子氏も観光大使の候補ということでの予定でございました

が、４月３０日に御逝去された関係で、観光大使の任命には至っておらないという状況で

ございます。 

 プロフィール等につきましては、次ページ以降にそれぞれの経歴等を掲載させていただ

いているというところでございます。 

 観光大使の選考に当たりましては、本年２月２７日でございますが、選考会を行いまし

て、候補者の選定を行った結果、このような方々。若干御本人の同意が得られない方々も

いらっしゃる関係とかいろいろございまして、その後、調整の結果、このようなメンバー

と相なったところでございます。 

 市長決裁を経まして、このたび７月１８日の任命に至ったという状況でございます。 

 以上でございます。 

加澤委員長：最後ですけれども、ちなみに御質問のほうはありますか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：なければ、以上で本日の案件は全て終了いたしました。 

 執行部の皆様には、ただいま委員から出されました意見等も参考にしていただき、今後

の事務事業が円滑に進められるよう努めていただきたいと思います。 

 なお、この所管事務調査については、第３回定例会で委員会報告をすることになりま

す。これについては正副委員長に一任願いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

午前１１時３５分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   加 澤   明  

 


